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＜連絡事項＞

· 6/17、18　看護グループ内研修実施予定。各自出席予定日に出席すること。
· 6/19職員旅行あり。対象者：中居
· 7/1までに学術発表会の骨子を作成すること。
· 青明舎の総会・家族交流会について掲示板に掲示すること。

＜青明舎利用者様情報交換＞

· 淡路　智恵子様～担当医へ“金銭面が苦しく死にたい”という内容の手紙を出したのは、昨年の冬

とのこと。何故、其田様が今になってからその手紙のコピーを通所スタッフへ渡したかについては不明だが、今回の事で、今後の淡路様と其田様の関係が壊れないよう見守っていく。

担当医より単身生活を勧めているが、本人は「現在、兄が通帳を管理している。兄からその通帳を取り上げて自分が管理すると怒ると思うから今のままの方が良い。兄に刺激を与えたくない」と話されている。

· 赤坂　順市　様～青明舎訪問時、食事摂取ノートを確認している。間食多く、４回/日食事を摂取

している事もある為、スタッフより間食の量を控えるように説明するが、本人は無言である。

デイケアでは、運動を行なうよう勧めており、本人、散歩なら良いと話す為、エアロビクスに参加しない際は、廊下を10往復するよう促している。運動を行なったら食事摂取ノートに運動量も書くよう説明している。

⇒定期的に食事や運動量について振り返りを行なっていく。

· 巴　勇樹　　様～本人とご家族と青明舎について説明し、登録して頂いている。訪問看護が土曜日

に入る為、青明舎の訪問はいらず、今後、何かあった場合は相談するとのこと。

· 久保　興介　様～青明舎に登録したいが、青明舎の場所がわからないとのこと。本日、16時青明

舎スタッフがデイケアに来て本人へ青明舎について説明する予定。

· 繁名　和恵　様～「姉から今後面倒見ないと言われたが、死んだ後、どこの墓に入れば良いんだろ　　

う。姉が死んだ後も生活保護を受けれるのかな」とスタッフへ相談している。スタッフよりお姉様がなくなった後も生活保護は受けれる事を説明している。

⇒今後も本人の話に傾聴していく。デイケアの欠席が続く事ある為、定期的にデイケアに通所できるよう促していく。

· 長瀬　紘一郎様～6/13（土）本人より電話あり「月曜日から青南病院の薬局で働く事になった」と

話す。スタッフより現在の状況から仕事をすることは無理な事を説明している。

　　　　　　　　　　⇒本人の様子を観察し、関係機関へ情報提供していく。

· 田中　一　　様～血圧を気にする発言頻回に聴かれている。現在、血圧計を持っていない為、血圧

計がほしいとのこと。また、「中途覚醒あるが、降圧剤を夕食後を飲んでから６時間くらい経つと薬が切れる。だからVDSで降圧剤出して欲しい」「アルカイダに狙われているから血圧が高くなる」と話される。

　　　　　　　　　　デイケアでも血圧高値を気にされ、何度も血圧測定を希望されている。時間を決めて計るよう説明するも「気になって仕方がないから」と話し応じられない。

　　　　　　　　　　「運動をすれば血圧は下がるから」と話され、現在、エアロビクス参加回数を週２回から週３回へ増やしている。

　　　　　　　　　　⇒担当医へ情報提供していく。引き続き、本人には血圧のことは気にしないよう説明し、運動を行なうよう促していく。

· 下妻　康貴　様～パセリー菜側から仕事の時間延長の話があったと本人よりスタッフへ報告して

いる。6/22（月）より４時間になるとのこと。出勤日の調整の為、出勤日が増える可能性があるとのことだが、本人は納得している。しかし、時間延長になった分の給料が増えるか不安だと話されている。

＜事例検討＞

中村　鶴子様（47）　主病名：統合失調症　　

検討内容　治療計画見直し

治療計画　・幸房は継続利用するため、必要に応じて本人の不安等を傾聴する。

・今後、親の介助を行うことでストレスがたまらないよう、面談やプログラムを通し、ストレス発散や気分転換を図っていく。

現在の状態　

· 就労を目指してうみねこ幸房の利用はしていないとのこと。昨年の面談時、「今の生活がいっぱいいっぱいで仕事の事は考えられない。今の生活をかえたくない」と話されている。

· お母様が手術をするとのことで、その付き添いで最近デイケアを休まれている。

· デイケアを利用している時は、エアロビクスに参加し「スッキリした」と話されている。

· 「木曜日のプログラムは参加しても意味がない。疾病教室やストレス緩和等に参加してストレス発散方法を学びたい」と話される。

· ストレスがかかると体調に現れやすい。母の入院やうみねこ幸房の仕事量が増えた際に、生理不順があったり、不正出血があったりしている。

· 現在、うみねこ幸房の不安について訴える事はない。

今後の治療計画

・デイケアの定期的な利用により生活リズムを整える。

・病状の変化やストレスを感じたときに安心して相談できる環境を提供する。
＜利用者様情報＞
· 大久保　律子様～週末、晴山美智子様と喧嘩したとの事で、晴山様の顔も見たくないと話される。

　　　　　　　　　　喧嘩の内容については本人から話すことなく、晴山様に確認するも「わからない」と話す。晴山様へ週末のことを振り返って頂くと、律子様のアパートに泊まる約束をしていたが、下妻康貴様のアパートでお酒を飲み、そのまま泊まったとのこと。スタッフが仲裁に入り、仲直りしている。その後は、表情良く交流も見られている。

· 巴　勇樹　　様～本日よりデイケア正式利用。田名部　一樹様との交流多く見られるが、田名部様

が食事時席を指定すると、他者がその席から立ち上がるまで立ったまま待っていたり、テレビをみるよう言われるとテレビをみながら田名部様を待っている等、田名部様の言い成りになっている面もある為、今後様子観察し、適時介入していく。

· 高橋　百壽　様～週末釣りに行ってきたとのこと。腰の痛みはなく、今週は様子を見て、来週から

運動療法に参加すると話される。

· 田中　正士　様～つまずく事が多い。引き続き様子観察し、転倒に気をつけていく。

＜外来情報＞

· 高橋　百壽　様～身体的痛みは良くなり、ウォーキングや釣りをしても問題ないとの事。「訪問

看護を二週間に一回にしたい」との希望があり、訪問看護へ情報提供を行う

事とする。カロナール一週間分処方となっている。6/29、感染症検査の為、

採血予定。

· 晴山　美智子様～体重105kg。体重増加に関して｢ジュースの飲みすぎかな。体が重くてすぐ寝て

しまう｣と話される。また、母が最近食べれていないから入院になるかもしれな

いと話している。

· 本田　英之　様～睡眠はとれているとの事。2、3日に1回はハローワークに行き工場関係の仕事

を探していると話される。今よりも薬を減らす事は出来るかと質問している為、

これ以上の減薬は出来ないのでこのまま様子を見るように伝えている。7/1、

家族面談予定。仕事が決まったら青山荘を退所しても良いと家族の許可が出た

との事。

· 我満　奈津紀様～梅雨に入り体調が良くないとの事。娘様が臨海学校へ行って来たと報告している。

19時半頃夕食後薬を飲むとすぐに眠くなり4時くらいには目が覚めると話す為、

夕食後薬を9時頃に服用してみてどうかと伝えている。

· 清水頭　翼　様～気持ちは楽で特に変わりはないとの事。デイケアでは卓球をしている時に充実感

があると話される。










